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◆国の重要有形民俗文化財に指定され

た「前挽鋸」の記録保存と木挽技術の伝

承、◆付属機関の会議の公開に関して、

◆介護保険の充実、◆農業用水利施設の

老朽化対策、◆デジサポ終了について 

地方創生に関する市長の認識を問う、

◆軽自動車の引き上げを中止し元の税

額に、◆信楽町の雲井・長野間にコミバス

を、◆国道３０７号勅旨交差点に右折だま

りを 

 

問 

滋
賀
県
で
初
め
て
、
国
の
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
甲
賀
の
前
挽
鋸
」
の
記

録
保
存
と
木
挽
き
技
術
の
伝
承
を
。 

 

教
育
長 

甲
南
の
ふ
れ
あ
い
の
館
で
メ
イ
ン

展
示
と
し
て
充
実
、
記
録
・
映
像
は
デ
ジ
タ
ル
保

存
す
る
。
催
し
を
通
し
て
技
術
の
伝
承
へ
。 

 

問 

原
則
公
開
の
付
属
機
関
で
会
議
録
を
見

れ
ば
、
委
員
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
指
針

が
曖
昧
で
あ
る
た
め
見
直
し
す
る
べ
き
。 

 

総
務
部
長 

取
扱
い
等
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

 

問 

４
月
か
ら
の
介
護
保
険
改
悪
で
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
制
限
さ
れ
る
。
介
護
報
酬
引
き
下
げ
の

影
響
は
、
特
養
入
所
制
限
の
要
介
護
二
以
下
の
実

態
把
握
は
、
低
所
得
者
の
食
事
代
・
部
屋
代
の
負

担
増
に
市
独
自
の
軽
減
策
を
、
介
護
保
険
料
引
き

上
げ
に
伴
う
軽
減
策
は
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

報
酬
引
き
下
げ
の
影
響
は

試
算
し
て
い
な
い
。
他
市
と
比
べ
て
影
響
は
少
な

い
。
特
養
入
所
は
適
切
な
実
態
把
握
を
行
う
。
市

独
自
の
軽
減
策
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

問 

農
業
用
水
利
施
設
の
多
く
は
30
年
を
経

過
し
て
お
り
、
更
新
の
際
の
財
政
的
支
援
を
。 

 

産
業
経
済
部
長 

で
き
る
限
り
受
益
者
の
負

担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
計
画
的
な
保
全
更
新
を
。

 

問 

デ
ジ
サ
ポ
が
３
月
末
で
終
了
。
衛
星
放
送

受
信
な
ど
、
新
た
な
難
視
対
策
は
充
分
か
。 

 

総
合
政
策
部
長 

恒
久
的
な
受
信
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

問 

地
方
創
生
」
の
新
た
な
看
板
で
、
地
域
破

壊
を
引
き
起
こ
す
政
策
は
逆
行
で
あ
る
。
特
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
地
方
創
生
に
逆
行
す
る
と
考
え
る
が
。 

市
長 

日
銀
の
緩
和
マ
ネ
ー
な
ど
政
府
の
下

支
え
が
地
方
創
生
に
結
び
つ
く
と
考
え
る
。
自
動

車
産
業
と
引
き
換
え
に
農
業
を
犠
牲
に
す
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
許
し
て
は
な
ら
な
い
。 

問 
軽
自
動
車
税
は
自
治
体
独
自
で
判
断
で

き
る
。
引
き
上
げ
を
中
止
し
元
の
税
額
に
。 

市
長 

昨
年
の
９
月
議
会
で
議
決
さ
れ
た
。
地

方
税
法
の
改
正
を
注
視
し
適
正
に
対
処
す
る
。 

問 

コ
ミ
バ
ス
の
信
楽
町
雲
井
地
域
と
長
野

地
域
は
バ
ス
停
が
無
く
空
便
が
走
っ
て
い
る
。
増

便
し
な
く
て
も
バ
ス
停
を
つ
く
れ
ば
利
用
で
き

る
。
信
楽
町
勅
旨
地
域
は
、
バ
ス
停
が
な
い
た
め

８０
歳
以
上
と
障
が
い
者
の
無
料
乗
車
制
度
の
利

用
が
不
便
。
不
公
平
で
は
な
い
か
。
こ
の
問
題
は

こ
れ
ま
で
８
回
も
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
住
民
の

声
を
聞
い
た
の
か
。 

総
合
政
策
部
長 

信
楽
高
原
鐵
道
、
帝
産
バ
ス

の
維
持
、
存
続
に
影
響
す
る
の
で
運
行
で
き
な

い
。
勅
旨
地
域
に
バ
ス
が
走
っ
て
い
な
い
と
は
考

え
て
い
な
い
の
で
、
無
料
乗
車
制
度
は
不
平
等
で

は
な
い
。
住
民
の
声
を
ふ
ま
え
て
い
る
。 

問 

国
道
３
０
７
号
勅
旨
信
号
に
右
折
だ
ま

り
の
設
置
を
。 

建
設
部
長 

長
野
バ
イ
パ
ス
工
事
で
計
画
さ

れ
て
お
り
、
先
行
着
工
の
要
望
を
し
て
い
る
。 

■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

 

問 

合
併
特
例
債
の
平
成
28
～
31

年
度
の
発
行
予
定
額
と
そ
の
使
途
は
。

 

総
務
部
長 

平
成
28
年
度
は
庁
舎
整

備
、
甲
南
駅
周
辺
整
備
等
で
46
億
３
千

万
円
、
29
年
度
は
甲
南
駅
周
辺
整
備
、

庁
舎
整
備
、
公
園
長
寿
命
化
等
で
40
億

６
千
万
円
、
30
年
度
は
橋
梁
長
寿
命
化
、

庁
舎
整
備
等
で
６
億
９
千
万
円
、
31
年

度
は
甲
南
駅
周
辺
整
備
等
で
３
億
９
千

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。 

問 

新
庁
舎
建
設
と
並
行
し
て
甲
南

庁
舎
や
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
整

備
検
討
の
基
本
的
な
考
え
は
。 

総
務
部
長 

甲
南
庁
舎
は
、
必
要
な

耐
震
補
強
や
改
修
を
、
信
楽
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
は
、
建
替
え
整
備
を
図
る
。

具
体
的
に
は
、「
検
討
委
員
会
」
で
整
備

方
針
素
案
を
た
て
27
年
度
を
目
途
に
合

併
特
例
期
限
を
念
頭
に
事
業
進
め
る
。

問 

５
年
目
を
迎
え
る
地
域
情
報
化

基
盤
整
備
事
業
の
進
捗
は
、
当
初
計
画

と
比
べ
ど
う
か
。
音
声
告
知
放
送
な
ど

当
初
目
的
は
果
た
し
て
い
る
か
。 

 

総
合
政
策
部
長 

家
庭
へ
の
接
続
工

事
は
、
予
想
以
上
に
時
間
を
要
し
、
当

初
計
画
よ
り
１
年
延
長
、
事
業
完
了
年

度
を
平
成
27
年
度
ま
で
と
す
る
。
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
は
市
内
全
域
で
整
備
が
完

了
、
音
声
放
送
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の
情
報
サ

ー
ビ
ス
の
環
境
が
整
っ
た
。
台
風
時
の

緊
急
伝
達
に
音
声
放
送
が
大
き
な
役
割

を
担
っ
た
と
実
感
。 

問 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
今
後
も

継
続
的
に
実
施
す
べ
き
だ
。 

産
業
経
済
部
長 

平
成
28
年
度
以
降

は
、
地
域
経
済
動
向
や
他
の
経
済
振
興

策
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど
を

参
考
に
判
断
。
新
年
度
は
、
空
き
家
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
対
象
に
し
、
定
住
促
進

に
つ
な
げ
る
。

 新年度一般会計予算は、３６７億円（対前年度比３．８％増）。

市民税０．８％増、法人市民税も１．８％増を見込んでいます

が税率引き下げで１億８７００万円の減収となっています。４

日間にわたる予算特別委員会では、各部局別に予算の積算根拠

や市民の要求が実現しているかどうか、などの視点で集中審査

しました。特に国の悪政で暮らしが大変な時、市民のいのちと

暮らしを守る地方自治体の役割が大事、との立場から、山岡光

広議員（副委員長）が積極的に発言しました。 

予
算
特
別
委
員
会
で
、
新
庁
舎
建
設
計
画

の
概
要
を
聞
く
（
１７
日
） 


